
 

子ども家庭支援センター 

 

「小・中学生のインターネット及びオンラインゲームに関する実態調査」の 

結果について 

 

区立小・中学校に在籍する児童・生徒及び保護者の、スマートフォンやタブ

レット端末でのインターネットやオンラインゲームの使用状況等の把握を目的

に実施した「小・中学生のインターネット及びオンラインゲームに関する実態

調査」の結果について、以下のとおり報告します。 

 

１ 調査の概要について 

（１）調査概要 

調査目的 

小・中学生におけるインターネットやオンラインゲームの使用が加

速し、ゲームの使用に対する親子間でのトラブルから虐待につなが

る相談も発生していること等を踏まえ、区立小・中学校に在籍する

児童・生徒及び保護者の、スマートフォンやタブレット端末でのイ

ンターネットやオンラインゲームの使用状況等を把握します。 

調査主体 子ども家庭支援部子ども家庭支援センター 

調査対象 区立小・中学校に在籍している全児童・生徒とその保護者 

調査期間 令和４年２月１０日（木）～２月２４日（木） 

調査方法 インターネットにより回収 

 

（２）回収数及び回収率 

  対象者数（※） 回収数 
回収率 

（回収数/対象者数） 

小学１～３年生 5,310人 3,122人 約 58.8％ 

小学４～６年生 4,715人 2,500人 約 53.0％ 

中学１～３年生 2,182人 1,118人 約 51.2％ 

保護者 12,207人 3,338人 約 27.3％ 

 ※対象者数は、令和４年２月１日時点のものです。 

 

２ 調査結果について 

  資料１２－２ 小・中学生のインターネット及びオンラインゲームに関する実

態調査結果報告書（概要版）及び資料１２－３ 基本集計のとおり 

 

３ スケジュール（予定） 

令和４年６月中旬 区ホームページ等で区民に周知 

    ６月以降 教育委員会と連携し、児童・生徒、保護者及び関係機関に

対する施策を検討します。 

 

 

令和４年６月３日 資料№１２ 
保 健 福 祉 常 任 委 員 会 


